
Vn. Akito Okura

協奏曲1番・2番 ピアノ 大竹 かな子

入場料 4,000円(全席自由席)

Дмитрий Дмитриевич Шостакович
没後50周年

ショスタコーヴィチ

正統派ショスタコーヴィチ・プレイヤーが魅せる

前編『音の魔術』 後編『粛清と復活』
9月20日(土)14：30～ 10月25日(土)14：30～

ショスタコーヴィチの人生の事前講座を実施
各回90分程度 参加費(含テキスト代) 500円

尾張旭市中央公民館 307音楽室
(尾張旭市東大道町山の内2410-2)

※講座の参加には事前のお申込みが必要です。
参加をご希望される方は前日までに講座申込みQR、裏面電話番号までご連絡ください。

2025年11月23日(日)開演14：00(開場13：30～)

さくらホール

大倉 彰人 ヴァイオリンリサイタル

尾張旭市中央公民館
マップQR

講座申込み
QR

愛知県尾張旭市南栄町1丁目2-5



Vn.大倉 彰人
ウィーン市立音楽芸術大学卒業。才能教育でヴァイオリンを始める。その後、花井晶子氏に師事。

11歳から篠崎史紀氏(マロ)に弟子入りし薫陶を受ける。16歳で単身渡墺。トーマス・クリスティア

ン氏の門を叩きレッスンを受ける。高校在学中にÖSD(オーストリア政府公認ドイツ語能力検定試

験)を取得し、岡崎南ライオンズクラブより特別奨学金を得て、ウィーン市立音楽芸術大学に入学。

2012年、2013年イタリアにてトーマス・クリスティアン氏のマスタークラスを受講。アゾーロ音

楽祭に出演。その後、フローリアン・ツヴィアウア氏に才能を認められ、ウィーン伝統の演奏スタ

イルとロシアンシューレを修得。2016~2017年に、招聘ビザを取得しロシアに渡り、グネーシン

音楽大学のダニイル・グリゴリイェフ氏からロシア音楽教育と民族楽器を学ぶ。「ショスタコー

ヴィチとロシア文化について」の研究に取り組み、その論文が大いに評価され、大学ではショスタ

コーヴィチの授業を一任される。スター・クラシックス・アカデミア第1期生。第13回岐阜国際音

楽祭コンクール弦楽器部門第1位、併せて岐阜市長賞、審査員特別賞を受賞。第24回大阪国際音楽

コンクール弦楽器部門Age-G最高位受賞。第40回記念名古屋演奏家育成塾コンサート「ベストソリ

スト賞」コンペティションファイナルに出場。第2位、併せて圧倒的得票数でオーディエンス賞受

賞。大府市アーティストバンクOBU登録アーティスト。日本室内楽アカデミーメンバー。

チケットご購入について：全席自由席35席です。お早めにご予約下さい。

チケットはメールでのお申込み、講座の終わりに販売しております。

  E-Mail missioner.dsch@gmail.com        (連絡先) TEL 080-6732-3920

主催：大倉 彰人 後援：尾張旭家族でクラシック実行委員会(070-8578-5565)

Pf.大竹 かな子
尾張旭市出身。愛知県立明和高等学校音楽科、愛知県立去術大学音楽学部器楽専攻ピアノコースを経て、同大学大学院音楽研究科博士前期課程

を首席で修了。 2020年度北野生涯教育振興会音楽奨学生、第3回刈谷国際音楽コンクール最優秀賞及び審査員特別賞、第10回横浜国際音楽コ

ンクール最高位、第10回山田貞夫音楽賞及び特選などを受賞。現在はソロやアンサンブルでの演奏会、オーケストラ客演でピアノ協奏曲を多

数演奏するほか、伴奏ピアニストとしても活動する。

《ロシアメディアからの賛辞》

ヴァイオリニストは完璧な演奏技術で、ショスタコーヴィチ作品のドラマ性を見事に表現していま
す。特に高い精度が求められる複雑なリズム構成において深い理解を示し感情豊かに演奏し
ました。彼の演奏は、この傑出した作曲家の作品に込められたあらゆる感情を余すところなく表
現し、ショスタコーヴィチが作品を通して何を伝えたかったのかを理解するのに必要な雰囲気を
作り出すことに成功しました。叙情性と悲劇性が融合した素晴らしい演奏は、聴く者の心に深
い感情を呼び起こし、考えさせ、共感を抱かせます。(文・Наталья Федосова)

出来る限り交通機関をご利用ください。先着順になりますがメールにて別の駐車場のご案内も致します。
※近隣にコインパーキングはございません。

最寄り駐車場をご利用の方は要予約です(10台)。。
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